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 NPO法人DITTA 定款 
 

第１章 総則 
 
（名称） 

第１条 この法人は、NPO法人DITTAという。 
              

（事務所） 
第２条 この法人は、主たる事務所を埼玉県さいたま市内に置く。 

 
（目的） 

第３条 この法人は、不条理な困難を抱える子ども・若者の経済的制約で狭めら

れた選択肢と視界の拡充を図り、より開かれた選択肢から自らの意志で将来を選

択できるようになることへの寄与を目的とする。 

 
（特定非営利活動の種類） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を

行う。 

(1) 子どもの健全育成を図る活動 

(2) 社会教育の推進を図る活動 

(3) 情報化社会の発展を図る活動 

(4) 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

 
（事業の種類） 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
(1) 特定非営利活動に係る事業 

① ユースベース（子ども・若者の居場所）事業 

② スキルアップサポート事業 

③ キャリア形成サポート事業 

 

第２章 会員 
 
（会員の種類） 

第６条 この法人の会員は、次のとおりとし、正会員をもって特定非営利活動促

進法（以下「法」という。）上の社員とする。 

(1) 正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人又は団体 

(2) サポート会員 この法人の目的に賛同し、法人をサポートする意志を持つ個

人又は団体 
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（入会） 
第７条 会員の入会については、特に条件を定めない。 

２ 会員として入会しようとする者は、代表理事が別に定める入会申込書により、

代表理事に申し込むものとし、代表理事は正当な理由がない限り、入会を認め

なければならない。 

３ 代表理事は、前項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した

書面または電磁的方法をもって本人にその旨を通知しなければならない。 
 
（入会金及び会費） 

第８条 会員は、理事会において別に定める入会金及び会費を納入しなければな

らない。 
 
（会員の資格の喪失） 

第９条 会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、その資格を喪失する。 
(1) 退会届の提出をしたとき。 
(2) 本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。 
(3) 正当な理由なく会費を滞納し、催告を受けてもそれに応じず納入しないとき。 
(4) 除名されたとき。 

 
（退会） 

第１０条 会員は、代表理事が別に定める退会届を代表理事に提出して、任意に

退会することができる。 
 
（除名） 

第１１条 会員が次のいずれかに該当する場合には、総会の議決により、会員を

除名することができる。この場合、その会員に対し、議決をする前に弁明の機

会を与えなければならない。 
(1) 法令、定款等に違反したとき。 
(2) この法人の名誉を毀損し、設立の趣旨に反し、又は目的に反する行為等の秩

序を乱す行為をしたとき。 
 
（拠出金品の不返還） 

第１２条 既に納入した入会金、会費及びその他の拠出金品は、これを返還しな

い。 
 

第３章 役員及び職員 
 
（役員の種類、定数及び選任等） 

第１３条 この法人に、次の役員を置く。 
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(1) 理事 ３人以上 
(2) 監事 １人以上 

２ 理事のうち、１人を代表理事とし、副代表理事を若干名置くことができる。 
３ 理事及び監事は、総会において選任する。 
４ 代表理事及び副代表理事は、理事の互選とする。 
５ 役員のうちには、それぞれの役員についてその配偶者若しくは３親等以内の

親族が１人を超えて含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び３親等以内の

親族が役員の総数の３分の１を超えて含まれることになってはならない。 
６ 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることはできない。 
 
（役員の職務） 

第１４条 代表理事は、この法人を代表し、業務を総理する。 
２ 代表理事以外の理事は、法人の業務について、この法人を代表しない。 

３ 副代表理事若しくは理事は、代表理事を補佐し、代表理事に事故があるとき

又は代表理事が欠けたときは、代表理事があらかじめ指名した順序によって、

その職務を代行する。 

４ 前項の規定により理事が代表理事の職務を代行したときは、当該理事は職務

執行の状況を遅滞なく理事会に報告しなければならない。 
５ 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会又は理事会の議決に基づ

き、この法人の業務を執行する。 
６ 監事は、次に掲げる職務を行う。 
(1) 理事の業務執行の状況を監査すること。 
(2) この法人の財産の状況を監査すること。 
(3) 前２号の規定による監査の結果、この法人の業務若しくは財産に関し不正の

行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合

には、これを総会又は所轄庁に報告すること。 
(4) 前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。 
(5) 理事の業務執行の状況若しくはこの法人の財産の状況について、理事に意見

を述べ、又は理事会の招集を請求すること。 
 
（役員の任期等） 

第１５条 役員の任期は２年とする。ただし、補欠のため、又は増員によって就

任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期間とする。 
２ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職

務を行わなければならない。 

３ 役員は、再任されることができる。 

４ 第１項の規定にかかわらず、後任の役員が選任されていない場合には、任期

の末日後最初の総会が終結するまでその任期を伸長する。 
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（欠員補充） 

第１６条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を超える者が欠けたときは、

遅滞なくこれを補充しなければならない。 

 

（役員の解任） 
第１７条 役員が次のいずれかに該当する場合には、総会の議決により、その役

員を解任することができる。この場合、その役員に対し、議決をする前に弁明

の機会を与えなければならない。 

(1) 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。 

(2) 心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき。 

 
（役員の報酬） 

第１８条 役員には報酬を与えることができる。ただし、役員のうち報酬を受け

る者の数が役員の総数の３分の１以下でなければならない。 
２ 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。 
３ 前２項に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、代表理事が別に定める。 
 
（職員） 

第１９条 この法人の事務を処理するため、この法人に事務局長その他の職員を

置くことができる。 
２ 事務局長その他の職員は、代表理事が任免する。 

３ 事務局の組織及び運営に関する必要な事項は、理事会の議決を経て代表理事

が別に定める。 
 

第４章 総会 
 
（総会の種別） 

第２０条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。 
 
（総会の構成） 

第２１条 総会は、正会員をもって構成する。 
 
（総会の権能） 

第２２条 総会は、以下の事項について議決する。 
(1) 定款の変更 
(2) 解散及び解散した場合の残余財産の帰属 
(3) 合併 
(4) 事業報告及び活動決算 
(5) 役員の選任又は解任 
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(6) 会員の除名 

(7) その他運営に関する重要事項又は理事会が総会に付すべき事項として議決

した事項 

 
（総会の開催） 

第２３条 通常総会は、毎年１回開催する。 
２ 臨時総会は、次に掲げる事由により開催する。 
(1) 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。 
(2) 正会員総数の５分の１以上から、会議の目的を記載した書面又は電磁的方法

により招集の請求があったとき。 
(3) 第１４条第６項第４号の規定により、監事から招集があったとき。 

 
（総会の招集） 

第２４条 総会は、前条第２項第３号の場合を除いて、代表理事が招集する。 
２ 代表理事は、前条第２項第１号又は第２号の規定による請求があったときは、

その日から３０日以内に臨時総会を招集しなければならない。 
３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書

面又は電磁的方法により、少なくとも５日前までに通知しなければならない。 
  
（総会の議長） 

第２５条 総会の議長は、その総会において出席した正会員のうちから選任する。 
 
（総会の定足数） 

第２６条 総会は、正会員総数の２分の１以上の出席がなければ開会することが

できない。 
 
（総会の議決） 

第２７条 総会における議決事項は、第２４条第３項の規定によりあらかじめ通

知された事項とする。ただし、議事が緊急を要し、かつ出席した正会員の２分

の１以上の同意があれば、その事項について議決を行うことができる。 

２ 総会の議事は、この定款に別に定めるもののほか、総会に出席した正会員の

過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
３ 理事又は正会員が総会の目的である事項について提案した場合において、正

会員の全員が書面又は電磁的方法により同意の意思表示をしたときは、当該提

案を可決する旨の総会の決議があったものとみなす。 
 
（総会における表決権等） 

第２８条 各正会員の表決権は、平等とする。 

２ やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知され



6 
 

た事項について書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代

理人として表決を委任することができる。また、正会員は、即時性と双方向性

の確保されたビデオ会議などのシステムによって総会にオンライン出席し、表

決することができる。 

３ 前項の規定により表決した正会員は、総会に出席したものとみなす。 

４ 議決すべき事項について特別な利害関係を有する正会員は、その事項につい

て表決権を行使することができない。 
 
（総会の議事録） 

第２９条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければ

ならない。 
(1) 日時及び場所 
(2) 正会員の現在数 
(3) 総会に出席した正会員の数（書面等表決者、表決委任者又はオンライン出席

者がある場合にあってはその数を付記すること。） 

(4) 議長の選任に関する事項 
(5) 審議事項 
(6) 議事の経過の概要及び議決の結果 
(7) 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人が記名

押印又は署名しなければならない。 

３ 前２項の規定に関わらず、第２７条第３項の規定により、総会の決議があっ

たものとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成しなけ

ればならない。 

(1) 総会の決議があったものとみなされた事項の内容 

(2) 前号の事項の提案をした者の氏名又は名称 

(3) 総会の決議があったものとみなされた日 

(4) 議事録の作成に係る職務を行った者の氏名 
 

第５章 理事会 
 
（理事会の構成） 

第３０条 理事会は、理事をもって構成する。 
 
（理事会の権能） 

第３１条 理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次に掲げる事項を議決

する。 
(1) 総会に付議すべき事項 
(2) 総会の議決した事項の執行に関する事項 
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(3) 事業計画及び活動予算の決定 

(4) 事業計画及び活動予算の変更 

(5) 役員の職務及び報酬 

(6) 会員の種類、入会金及び会費の額 

(7) 事務局の組織及び運営 
(8) その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項 

 
（理事会の開催） 

第３２条 理事会は、次に掲げる場合に開催する。 
(1) 代表理事が必要と認めたとき。 

(2) 理事総数の３分の１以上から、会議の目的を示して招集の請求があったとき。 

(3) 第１４条第６項第５号の規定により、監事から招集の請求があったとき。 
 
（理事会の招集） 

第３３条 理事会は、代表理事が招集する。 
２ 代表理事は、前条第２号又は第３号の規定による請求があったときは、その

日から１５日以内に理事会を招集しなければならない。 
３ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した

書面又は電磁的方法により、少なくとも２日前までに通知しなければならない。 

 
（理事会の議長） 

第３４条 理事会の議長は、代表理事若しくは代表理事が指名した者がこれに当

たる。 
 
（理事会の定足数） 

第３５条 理事会は、理事総数の過半数の出席がなければ開会することができな

い。 
 
（理事会の議決） 

第３６条 理事会における議決事項は、第３３条第３項の規定によりあらかじめ

通知された事項とする。ただし、議事が緊急を要するもので、出席した理事の

２分の１以上の同意があった場合は、この限りではない。 

２ 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

３ 理事が理事会の目的である事項について提案した場合において、理事全員が

書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する

旨の理事会の決議があったものとみなす。 
 
（理事会における表決権等） 
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第３７条 各理事の表決権は、平等とする。 

２ やむを得ない理由により理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知され

た事項について書面又は電磁的方法をもって表決することができる。また、理

事は、即時性と双方向性の確保されたビデオ会議などのシステムによって理事

会にオンライン出席し、表決することができる。 

３ 前項の規定により表決した理事は、理事会に出席したものとみなす。 

４ 議決すべき事項について特別な利害関係を有する理事は、その事項について

表決権を行使することができない。 
 
（理事会の議事録） 

第３８条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなけれ

ばならない。 
(1) 日時及び場所 
(2) 理事の現在数 
(3) 理事会に出席した理事の数及び氏名（書面等表決者又はオンライン出席者に

あってはその旨を付記すること。） 
(4) 審議事項 
(5) 議事の経過の概要及び議決の結果 
(6) 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及び出席した理事のうちからその会議において選任された

議事録署名人１人が記名押印又は署名しなければならない。 
３ 前２項の規定に関わらず、第３６条第３項の規定により、理事会の決議があ

ったものとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成しな

ければならない。 

(1) 理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

(2) 前号の事項の提案をした者の氏名又は名称 

(3) 理事会の決議があったものとみなされた日 

(4) 議事録の作成に係る職務を行った者の氏名 
 

第６章 資産及び会計等 
 
（資産の構成） 

第３９条 この法人の資産は、次に掲げるものをもって構成する。 
(1) 設立当初の財産目録に記載された資産 
(2) 入会金及び会費 
(3) 寄附金品 
(4) 事業に伴う収益 
(5) 資産から生じる収益 
(6) その他の収益 
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（資産の管理及び区分） 

第４０条 この法人の資産は、代表理事が管理し、その方法は、理事会の議決を

経て、代表理事が別に定める。 
 
（会計の原則） 

第４１条 この法人の会計は、法第２７条各号に掲げる原則に従って、行うもの

とする。 
 
（会計の区分） 

第４２条 この法人の会計は、次のとおり区分する。 

(1) 特定非営利活動に係る事業に関する会計 
 
（事業年度） 

第４３条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終

わる。 

 
（事業計画及び予算） 

第４４条 この法人の事業計画及びこれに伴う活動予算は、代表理事が作成し、

理事会の議決を経なければならない。 
２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない事由により予算が成立しないときは、

予算成立までは、前事業年度の予算に準じて収益費用を講じることができる。 
３ 前項の規定による収益費用は、新たに成立した予算に基づくものとみなす。 
４ 予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、理事会の議決を経て、既定

予算の追加又は更正をすることができる。 
 
（事業報告及び決算） 

第４５条 この法人の事業報告書等の決算に関する書類は、毎事業年度終了後、

速やかに、代表理事が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なければな

らない。 

２ 決算上剰余金を生じたときは、次年度に繰り越すものとする。 
 

第７章 定款の変更、解散及び合併 
 
（定款の変更） 

第４６条 この定款を変更しようとするときは、総会において出席した正会員の

４分の３以上の議決を経、かつ、法第２５条第３項に定める事項に係る定款の

変更の場合に限り、所轄庁の認証を得なければならない。 
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（解散） 
第４７条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。 
(1) 総会の決議 
(2) 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能 
(3) 正会員の欠亡 
(4) 合併 
(5) 破産手続開始の決定 
(6) 所轄庁による設立の認証の取消し 

２ 前項第１号の事由により解散するときは、正会員総数の４分の３以上の承諾

を得なければならない。 
３ 第１項第２号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければなら

ない。 
４ 解散のときに存する残余財産の帰属については、法第１１条第３項に掲げる

者のうちから総会の議決により選定するものとする。  
 
（合併） 

第４８条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の４分

の３以上の議決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。 
 

第８章 雑則 
 
（公告の方法） 

第４９条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲

載して行う。ただし、法第２８条の２第１項に規定する貸借対照表の公告につ

いては、この法人のホームページに掲載して行う。尚、事故その他やむを得な

い事由によって電子公告による公告ができない場合は、官報に掲載して行う。 
 
（施行細則） 

第５０条 この定款の施行について必要な事項は、理事会の議決を経て代表理事

がこれを定める。 
 

附 則 
１ この定款は、この法人の成立の日から施行する。 
 
２ この法人の設立当初の役員は、次のとおりとする。 

代表理事     谷川 航 
副代表理事    小川 秀樹 

理事    細田 眞由美 

〃    深谷 豊 



11 
 

〃    成澤 雅寛 
監事       佐久間 大介 

 
３ この法人の設立当初の役員の任期は、第１５条の１の規定にかかわらず、成

立の日から令和８年６月３０日までとする。 
 
４ この法人の設立当初の事業計画及び活動予算は、この定款の規定にかかわら

ず、設立総会で定めるものとする。 
 
５ この法人の設立当初の事業年度は、この定款の規定にかかわらず、成立の日

から令和８年３月３１日までとする。 

 
６ この法人の設立当初の入会金及び会費は、この定款の規定にかかわらず、次

に掲げる額とする。 

(1) 正会員 
① 入会金  0円 
② 年会費  0円 

(2) サポート会員 
① 入会金  5,000円 
② 年会費  個人 １口 6,000円、 団体 １口 12,000円 



設 立 趣 旨 書 

 

１ 趣 旨 

 わが国で子どもの貧困が顕在化してから１５年以上の月日が経ち、多くの人々によって

支援の拡充が図られてきましたが、まだまだその社会問題の解決を図ることはできておら

ず、現在も９人に１人の子どもが相対的貧困状態にあるとされています。さらに、世帯年

収が子どもの体験格差を生み出す構造になっており、結果として教育格差、学力格差をも

たらしています。経済的困難が一度発生すると、それが次世代にも影響を及ぼし、貧困が

連鎖的に続く貧困の連鎖も問題になっています。 

 当地域では、すでにさまざまな団体によって貧困世帯の子どもへの支援がなされていま

すが、質・量の双方の面において支援が充実しているとはいえません。特に、高校生・大

学生年代の若者に対する支援や、学習支援・こども食堂を含む居場所支援以外の支援が手

薄であるといえます。また、多くの団体が直面している、「居場所」と「学習」が両立し

得ないという子どもの貧困支援における課題も解決できずにおります。 

 私たちは、埼玉県内に居住または通学する貧困世帯の中学生〜大学生年代の子ども・若

者に対し、「ユースベース」という子ども・若者の活動拠点を創り、安全で目的なくても

一人でも居られる環境と、集中して教科学習やプログラミングなどのスキル学習に取り組

める環境といった、「居場所」と「学習」を両立させた環境を提供しつつ、行政や地域企

業と連携した職場見学等のキャリア形成サポートを行い、不条理な困難を抱える子ども・

若者の経済的制約等で狭められた選択肢と視界の拡充を図り、より開かれた選択肢から自

らの意志で将来を選択できるようになることに寄与していく所存です。 

多くの皆様からのご支援をもとに、自身の努力では避けることができない不条理な困難

を抱える子どもたちの選択肢を広げる社会基盤を整備し、経済的制約を理由に諦めていた

ことにも積極的に挑戦できるよう子ども・若者を支えて参ります。貧困を無くすことや誰

一人置いて行かない社会をつくることは、当団体のような小さい組織には難しいかもしれ

ません。しかし、出会った子ども・若者たちの「貧困を後悔させない」ことはできると信

じております。そうした社会を共に実現できるよう活動して参ります。 

 

２ 申請に至るまでの経過 

 令和 ２年１２月   発起人の一人が令和７年３月までさいたま市内で行われている 

          学習支援教室に参加。子どもの貧困支援の課題を痛感し、協力者と 

          ともに課題解決、支援充実を目指し法人の新規設立を決意 
令和 ７年３月３１日 発起人会を開催し設立の趣旨、定款、事業計画及び活動予算、 

          設立当初の役員などについての案を審議 

令和 ７年４月１０日 設立総会を開催し発起人より設立の趣旨、定款、事業計画及び 

活動予算、設立当初の役員などの案を提案し、審議の上決定 

 

令和 ７年 ４月 １１日 

 

NPO法人DITTA 

設立代表者  

 

氏 名    谷川 航            

 

 

 
 












